
はじめに 

本書は，平成 26-30 年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研究(B)「技術イノベーションの能力育

成を指向した「構想設計」学習の方法論的研究」の最終成果報告書である。研究の目的は，中学校技術科で行わ

れる「構想設計」を，今後の日本社会に求められている「イノベーション」能力育成の観点から重要視した上で，

「構想設計」学習に関する授業を検討・提案・実践・評価することである。 

2017 年に発行した中間報告書において「本研究課題で扱うイノベーションにつながる構想設計の学習」とし

て「コンセプトデザイン」と「アドバンスデザイン」の方針を提案した。本書では，これらの方針を踏まえて開

発・実践された研究を取りまとめた。 

「コンセプトデザイン」に関しては，次の授業実践研究をまとめることができた。 

その一つは，「エネルギー変換の技術」における学習過程の検討と生徒の意識」である。この授業実践研究で

は，従前の学習指導において設計が十分に取り扱われていないことが問題視される「エネルギー変換の技術」の

内容において，技術科の学習過程として示された「既存の技術の理解」や「課題の設定」を通して「設計」の学

習を充実させる教材を用いた授業を開発・実践した結果を報告している。 

もう一つは，「Tech 未来教材を用いた最適解を導く設計学習の提案」であり，愛知教育大学技術教育研究の４

巻で公表されている。この授業実践研究では東京学芸大学こども未来研究所が開発した「Tech 未来」を教材とし

て用い，「エネルギー変換の技術」の設計学習を展開するカリキュラムのデザインと，実践結果に基づくカリキュ

ラムの効果を検討した結果を報告している。 

最後の一つは，「技術科授業でトレード・オフの思考・判断を導く学習の枠組みと実践的指導方法」であり，日

本産業技術教育学会誌 58 巻 2 号に掲載されている。一般社団法人日本産業技術教育学会著作権規定第５条３項

に準じて転載した。この授業実践研究では，技術の重要な概念であるトレード・オフについて，技術科の授業内

で適切に扱うための学習の枠組みを提案することを目的とし，「エネルギー変換の技術」の授業を計画・実践する

とともに，実践的指導方法の検討を行っている。 

「アドバンスデザイン」に関しては次の教育実践研究を求めることができた。それは，「技術科における IoT を

活用した製品モデルを設計・製作する授業の開発」であり，日本産業技術教育学会誌 61 巻 1 号に掲載されてい

る。一般社団法人日本産業技術教育学会著作権規定第５条３項に準じて転載した。この授業実践研究では，技術

科の授業において，社会における製品開発に関わる能力育成のための授業を計画・実施し，IoT を活用した製品

モデルを試作的に開発する授業展開と学習活動を通して育成・向上を図った工夫・創造の能力などについて検討

している。 

また，構想設計に至るまでの知識・技能や問題解決の工夫を学習する授業実践研究として，次の研究をまとめ

ることができた。 

そのひとつは，「Development and practice of technology education classes based on products disassembly 

under the conditions of Japanese Course of Study」であり，The 10th Biennial International Design and 

Technology Teachers Association Research Conference（メルボルン）で発表した。この授業実践研究では，LED

センサライトの分解を通して，回路に使用されている電子部品であるリードスイッチやトランジスタの役割を考

えるとともに，製品の開発者が製品や回路を設計した意図を読み取る学習活動を検討している。 

もう一つは，「Lesson Development with "Dyson Engineering Box" as a Global Teaching Material under 

Japanese Technology Education」であり，The 10th Biennial International Design and Technology Teachers 

Association Research Conference（メルボルン）で発表した。この授業実践研究では，ジェームズ・ダイソン財

団が提供する教材である，ダイソンエンジニアリングボックスを用いた授業を開発・提案し，製品の分解を通し

て製作者の意図を読み取る学習活動を検討している。 

いずれの授業実践研究も各執筆者の工夫と熱意が込められている。技術科の構想設計に関する授業の参考にし

ていただくとともに，研究の目標・内容・方法について忌憚のないご意見・ご指導をいただければ幸いである。 
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